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V　植生による自然環境の豊かさの評価・区分

Absch琶tzung　und　Gliede罫ung　des　Reichtums　der　Rat廿rlichen

Vegetatio簸nach　Vegetationsfor阻en

　個々の植物の存在ではなく，植物の集団としての植生（Vegetation）によって得ることのでき

る環境情報は，降水量，気温，地形など非生物的環境因子の測定だけではえられない数多くの特

性を有している。

　第1に，個々の植物の生長，消長は，環境条件・立地条件との関係としてとらえることができ

るが，個体差，生活環（生活史）の問題を無視できない。とくに，消長を伴う断続的あるいは不

可逆的変化は，環境圧，立地条件について段階的評価が不可能となってくる。

　一方，植生は，ある一定の広がりをもつ植物集隅であり，群落構造，種類継成，優占種，量的

測度などを通して，環境圧，立地条件の段階的評価，分級することができる。さらに，種子の存

在に始まり，発芽，生長（結実）といった生命活動は，単に環境圧，立地条件との戦いではない。

集団としてみれぽ，さまざまな属性を有し，現存している植生は，集団の維持，繁栄を計るため

に，自らがかかわってきている環境を形成（改変）していく働きがある。静岡県下の沖積地に社

寺林として残されているイノデータブノキ群集を例にとれぽ，群集規定がされているイノデータ

ブノキ群集は，高木第1層はタブノキが優占し，高木第2層にシロダモ，ヤブニッケイ，ヤブツ

バキ，カクレミノ，モチノキ，ピサカキ，マンリョウなど常緑広葉樹が生育し，草本騨にはイノ

デ，ヤマイタチシダ，ジャノヒゲ，キヅタ，テイカカズラなど生育している高木林を指している。

イノデータブノキ群集の生育地においては，一定以上の厚さで有機質が堆積し，土壌成分，土壌

ファウナ，三内湿度，林内照度などさまざまな環境要素が一定範囲内の値を示している。イノデ

ータブノキ群集は，隣接して生育していることの多いヤブコウジースダジイ群集と比較してみる

と，各環境要素の値（ニーチのを異にしている。すなわち，植生という集団は，単に環境要因

によって生育，発達が綱島されているだけでなく，積極的な環境創造作胴も指摘することが出来

る。

　連続性（持続性）と総合性をもつこ生きものの集隙である植生は，さまざまに変化している

環境条件，立地条件に対応した姿をとっている。このことは，静岡県全域が地球的レベルでの位

置（緯度的，経度的に）から，スダジイ，タブノキなど常緑広葉樹の高木林を支え得る潜在力を

もっているにもかかわらず，本来的に常緑広葉樹の高木林を支える潜在力をもっていても，自然

的要因，人為的要因からなるさまざまな舗限要因（これは環境圧と称されている）が働いており，

現存植生および潜在自然植生はより貧化した植生しか生育できない，または生育していない。

　自然的要因に限ってみても，海抜高度の上昇は気温の低下，活動期閥の減少という形で植生に

対する環境圧が働いてくる。立地の不安定さ，貧養，過湿，乾燥などの要因も環境圧としてより
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発達した植生の生育を制限している。人為的要因についても同様であり，伐採，刈り取り，除草：

など人間活動の影響が大きくなるに伴ない，現存植生は，より群落高の低い，より単純で種組成

の貧化した群落へと変化していく。自然的要因でも，人為的要因でも，環境圧は自然植生の潜在

力，発達を制限する要素としてインパクトしてくる。その環境圧の制限に対応して生育している

のが現存の植生形に他ならない。したがって自然環境の豊かさは，自然環境の要因として，また

量的に大きな位置を占めている植生の状態から評価，区分することができる。
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　以上の点をふまえ，今回の静岡県の生態立地区分において，1km×1kmメッシュ毎に植生清

報による自然環境の豊かさの出血，区分を行っている。具体的には植生情報は，各メッシュで最

も特徴的および優占する植生形を用いている。なぜなら，自然環境の中で最も量的に多い生物要

因が植生であり，他の生物相，非生物的環境要因に対して強い影響力を有しているのが植生であ

る。とくに優占している植生形は，自然的および人為的環境圧に対して明確な反応を示してくれ

ているからである。たとえば，海岸最前線，たえず洗い流される河辺沿い，不安定で崩壊性の強

い傾斜地など自然環境のきびしい立地や耕作地，路傍，新しい埋立て地など人間活動の影響を強

く受けている立地では，強い環境圧を受けているため共通する植生形として出現種数の少ない草

本植物しか生育できない。

1．　植生形：無植生　Vegetatio鳳sfoτm（Vf）：Vegeta毛ioR　fehleRd（OV）

1）　環境圧：最：大

2）　代表的植生：潜在自然植生としての無植生域は，火山，たえず流水のみられる河川，湖，

　深い池，海岸砂丘の一部などであり，富士火1⊥順部品を除くと縮尺50，000分の1以上の縮尺

　の図面上に示すことのできるだけの広がりをもたない。自然植生を除いた現存植生としての

　無慮生域は，静岡，三島，浜松を始めとする都市部，市街化域があてはまる。面積としてみ

　れぽ無植生域で大部分が占められているが，路傍雑草群落，生垣，並木，公園などの緑が小

　面積ながらみられる。比較的新しい埋立て地，道路，諸施設，産業用地などもあてはまる。

　海岸砂丘，河辺では，図示できるまでに二次的に無植生域が広がっている。

3）主な分布：富士山頂部に潜在自然植生としての無植生があり，代償植生域では静岡を始め

　とする市街地，集落，産業立地など比較的低海抜地に多くの地点があり，富士川，大井川な

　どの河口部にも認められる。

4）　環境評価：無植生i或であることが直接に自然環境の貧弱さを意味してはいないが，無植生

　域の環境形成は，隣接するより豊かな植生で占められている地域に依存している。とくに，

　市街化域，産業立地などでは，多くの人々の生活の場であるため，限られた規模であっても，

　健全な環境を保全し，指標し，うるおいをあたえてくれる緑の環境が求められる。また，都

　市をはなれた地域における無植生域は，台風，大雨，乾ぼつなど自然環境の大きなゆれに対

　して許容範囲の狭い立地となっていることが多く，今後の対策が期待される。

2．植生形　1，2年生草本植生　Vf：1－2」甑r量疹e　Kra磁vege北ation（EV）

1）　環境旺：大

2）代表的植生：（潜在）自然植生としては，高山植生，火山性崩壊地のフジアザミーヤマホ

　タルブクロ群集，海岸断崖のイソギクーハチジョウススキ群集などがあげられる。代償植生

　は，水田耕作地に生育するノミノフスマーケキツネノボタン群集，ウリカワーコナギ群集，
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　畑耕作地に生育するカラスビシャクーニシキソウ群集が代表的である。この凡例にはミカン

　畑，茶畑も含められている。

3）　主な分布：（潜在）自然植生域では赤石山系の山頂部，富士山の山頂直下。代償植生域で

　は，土地利用形態として水田や野菜類を中心に植栽されている畑の分布とほぼ一致している。

　静岡県下の海抜200m以下で市街地を除いた大部分を占めている。

4）　環境評価：代償植生域では，いわゆる農作物の生産緑地が中心である。自然植生域での分

　布は限られている。静岡県下でも，ほぼ平坦な土地で潜在力（その土地の豊かさ）が最：もす

　ぐれているため，農作物が栽培されている。しかし，市街地，住宅地域の拡大傾向は，静岡

　県も例外でなく，この植生形の地域を浸食している。

3．植生形：多年生草本植生　Vf：Perennierende　I（rautvegetation（PV）

1）　環境圧＝やや大

2）　代表的植生：静岡県下に（潜在）自然植生として広い面積を占めている多年生草本植生は

　風衝作用の強い立地のササ草原を認めるにとどまる。大部分の多年生草本植生が代償植生で

　ある。代償植生として広がりをもっている多年生草本植生は，アズマネザサーススキ群集，

　ネザサーススキ群集などススキ草原が中心である。

3）主な分布：静岡県ではやブツバキクラス域からブナクラス域にかけてほぼ全域の丘陵，低

　地，山地にある程度以圭の広がりをもっている。また河辺にも一部分布している。

4）環境評価：静岡県全体とすれば小面積にすぎないのが多年生草本植生である。多くが伐採

　跡地など遷移の途中相であり，今後，より豊かな植生に移行が期待されている。しかし，箱

　根，天城，富士山麓などでは，アマギザサ，トクガワザサ，ハコネザサなどが風衝作用，頻

　度の高い火入れの歴史と火山地帯という要因から持続群蕗を形成している。

4．植生形：亜高木林・低木林　Vf：GebUsche　und　Niederw琶lder（GN）

1）　環境圧：小

2）　代表的植生：（潜在）1当然植生としては，高山帯のコケモモーハイマツ群集，ヤブツバキ

　クラス域からブナクラス域のタマアジサイーフサザクラ群集，ヤブツバキクラス域の海岸風

　衝低木林であるマサキートベラ群集，トベラーウバメガシ群集などがある。代償植生は，い

　わゆる二次林があたり，タリーミズナラ群集，クリーコナラ群集，クヌギーコナラ群集が代

　表的なものとしてあげられる。また，植林は，高樹期のものから20mを越える高木まであ

　るが，植栽後学年間のススキ草原の相観を呈している時期を除いて，亜高木層，低木層の貧

　弱な群落構造である点から，この凡例としてまとめられている。

3）　下位区：分と分布：静岡県の亜高木・低木林は，優濾して林冠を形成している樹種を中心に

　以下の5凡例に下位区分されている。
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　4－a：亜高山針葉三二（赤石山系を中心に分布している自然林のハイマツ繧生低木林があ

　　　　　たる）

　4－b：夏緑針葉樹林（カラマツ植林が多い地点で赤石山系のブナクラス域上部にわずかに

　　　　　分布している）

　4－c；常緑針葉山林（スギ，ヒノキ，アカマツの植林が中心で，県下のほぼ全域に分布し

　　　　　ている）

　4－d：夏緑広葉樹林（ミズナラ，コナラなど優占している二次林，面積がせまいが県下の

　　　　　ほぼ全域にみられる）

　4－e＝常緑広葉樹林（自然林としては，海岸風衝地のトベラ，ウバメガシ低木林が自然林

　　　　　であり，御前崎，石廊崎などに分布している。代償植生としてはスダジイ，アラカ

　　　　　シの二次林，再生林で，静岡県西部の沿海部に分布している）

4）環境評価：静岡県土はもとより，全国土の5割を超える面積は，この亜高木・低木林を植

　生形とする凡例で占められている。最近20～30年間で見れば，4－dで示される夏緑広葉樹

　林の多くが4－cで示される常緑針葉樹に変換していることがあげられる。

　　植生形が亜高木・低木林である地域は，その大部分が森林で被れていることを意味してお

　り，5にまとめらている高木林の地域に準じて，豊かさをもつ自然環境の地域である。した

　がって温度条件や気温の変化の緩和，酸素の供給，水資源かん養，生物相の多彩性の確保な

　ど，実質的に県下の（自然）環境の安定，浄化機能を果している地域である。

5．植生形：高木林　Vf：Hochw琶lder（HW）

1）　環境圧：小

2）　代表的植生：高木林は，いずれも膚然植生であり，針葉三三のシラビソーオオシラビソ群

　集，常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，シラカシ群集，夏

　緑広葉樹林のヤマボウシーブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落をあげることができる。

3）　下位区分と分布：静岡県下の高木林，自然林は，優占種により以下の凡例に下位区分でき

　る。

　5－A：常緑針葉樹林（静岡夢誤下で広い諏積を占めているのは赤石山系，三士山の海抜1，800

　　　　　～2，700鵬のコケモモートウヒクラス域である）

　5－B：混生林（針葉樹→一夏緑広葉樹林，赤石山系の海抜1，000～1，800m付近のブナクラス

　　　　　域上部でウラジロモミ，コメツガなど針葉樹とブナを中心とする夏緑広葉樹の高木

　　　　　林が混在している地域である）

　5－C：夏緑広葉樹林（ヤマボウシーブナ群集に代表されるブナクラスの自然林であり，伊

　　　　　豆の天城山，赤石由系などに多くみられる）

　5－D：常緑広葉樹林（5の植生形の中で最も分布がせまい，静岡県下の海抜700m付近以
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　　　　　低の大部分を占めている（潜在）自然植生にもかかおらず，現存植生は1km×1

　　　　　kmメッシュとして示せる広がりをもつものは限られている）

4）　環境評lll［1：環境条件，立地条件の細かな差異に応じて優占種等が異っているが，植生形が

　高木林で示すことのできる地域は，静岡県下でも最も豊かな自然環境が保全されている。高

　木，馳高木，低木，草本，時には蘇苔地衣などが4～5層の多層構造の森林を形成しており，

　植生の豊かさは，地中，地上部の生物相の多彩性，非生物的環境の安定性をも同時に意味し

　ている。とくに多くの県民が生活をし，働いているヤブツバキクラス域に皆無となっている。

　この凡例にまとめられている地域の多くは国立公園など自然公園域に指定されている。


